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[摘要]
全国の小学校では熟達教員の大量退職が進み，採用1年次から授業力を発揮できる若手教員が求められている。実技教

科は，児童が好きであるにも関わらず，新規採用教職員研修で取り上げられなかったり，若手教員が他の研修のために
授業を持たされなかったりすることもある。また，文部科学省が平成29年度に位置づけた「教職コアカリキュラム」 の
実施が平成30年度から始まり，小学校の教職課程の必修講義内で模擬授業が位置づけられたこともあり，実技教科にお
いても研究に取り組まれるようになったが，図画工作科の研究本数は極めて少ない。

本研究では,教員養成教育における図画工作科の模擬授業を教材研究として捉え直し，内容を充実させることにより，
採用された若手教員が1年次から授業力を発揮するために生かすことのできる模擬授業の在り方を解明することを目的と
する。そのために，以下の研究を実施した。１．図画工作科において，教師役の学生の動画記録を撮影する。２．模擬
授業後の教師役の学生の発話記録のテキストデータを質的分析する。３．授業後の児童役の学生のレポートを質的分析
ソフトを用いて分析を行い，その関連性について整理する。

その結果，1つの模擬授業における教師役の学生の発話をきっかけに，児童役の学生が活動をし教材に対する理解を深
めていることから，その重要性がうかがえる。さらに，学生にとっての教材研究としての模擬授業が質的に変化してい
ることが確認でき，大学の講義内におけるその成果を認識することができた。
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Ⅰ．はじめに
ここ数年来，全国の学校教育の現場では熟達教員

の大量退職に伴い若手教員の割合が増え続け，たと
え採用 1 年次といえども，授業力のある人材が求め
られている。

筆者は，これまでに，新規採用から３年間の若手
教員の実技教科の授業における発話を分析し , 授業力
の向上を確認する研究 1 を行った。その結果 , 採用 1
年次には新規採用教職員研修において十分に研修を
受けられない実態や，そもそも主要教科の研修の時
間に置き換えられ，授業を受け持たない実技教科も
存在する実態も把握した。こうした状況下で，例え
1 年次に指導を行っていない実技教科でも他の教科
の指導を応用しながら授業経験を積むことで，2 年
次以降に授業力は向上していくという結果が出た。

一方，教育実習での指導経験や講義で学習指導案
を書いた経験があった題材や単元に関しては，授業
の事前準備にさほど抵抗がないことも把握できた。
さらに，一部の若手教員が動画配信や実物投影機を
使用したプレゼンテーションなどの工夫を導入部に
行っている事実も確認した 2。

次に , 導入部と展開部の発話に着目して , 学習指
導要領に基づく評価観点をクロスさせて質的データ
分析を行う研究をしたところ 3, 導入部での発話の質
や量が , 教科で求められる学力と密接に結びつくこ
とが確認された 4。そこで , 講義シラバスの改善を
図り , 講義内の模擬授業の振り返りの際に , 撮影し
た動画を基に発話を振り返る時間を位置付けた。し
たがって，採用された若手教員にとって，実技教科
としての図画工作科における授業力発揮のためには
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教員養成教育における模擬授業の充実が重要である
という結論が導き出された。

Ⅱ．研究にあたって

（１）本研究で使用する「授業力」および「教材研究」
の位置づけ

①研究仮説
授業内で行う図画工作科の模擬授業を「教材研究」

として捉えて分析し，客観的吟味の段階の教材研究
から主観的吟味の教材研究を経て，教育的吟味の教
材研究へと変容していくことが確認できれば，学生
が「授業力」をつけていくのが確認できるのではな
いか。
②本研究で使用する授業力について

本研究で用いる授業力を辰野千壽の論 5 にした
がって，「子どもが効果的，能率的に学習するよう
に指導，助言する能力」として，「子供に学力をつ
けることが前提の学校教育において求められる教員
の指導力」と規定する。

そもそも，授業力の定義は，各都道府県等の公の
教員研修センター等で出される資料 6 で多数確認す
ることができる。そこでは，例えば「授業を通して ,
児童生徒に『生きる力』をはぐくむ力」等学校教育
の現場では安易に用いられ，学級経営を含む生活指
導力を含む定義付けがされている場合もある。そこ
で，単に授業を実施する力量として定義づけるため
には，整理が必要になってくると考えた。
③本研究で使用する「教材研究」について

本研究で用いる教材研究は， 1990 年にそれを構
造的に捉えた理論を示した高久清吉の定義 7 にした
がって，「授業のための事前準備いっさいを含む吟
味である」と定義する。彼によると，それは授業の「教
授学的吟味」と「方法論的吟味」であり，教授学的
吟味を「授業内容に関する吟味」とし，方法論的吟
味とは，「教授および学習の実際の方法に関する吟
味」であるとされる。

授業力と同様に新規採用教員を含む現職教員の研
修用の資料には教材研究の大切さを説く項目が記載
されているが，明確な定義がされていないことが多
く 8，教員研修でもその必要性がある意味自明のこ
ととして説かれることもある 9。この定義の不明瞭
さがが，高野が指摘するように「さかのぼれば ,『教
材』の理解のあいまいさに基づくのではないか」10

となり，教員を希望する学生や若手教員に十分に授
業力をつけることのできない要因になっていると考
えられる。

高久によると教材研究は３つの観点 11 から進め
られるという。第 1 は『前の学習成立の客観的要素
に対応する本質的な学習内容の吟味』であり，『客
観的吟味』とされる。第 2 は『学習成立の主観的要
素に対応し，学習者に焦点を合わせ，この学習者と
本質的内容との効果的接点として，どのような興味
ある具体的内容，活動を取り上げるかの吟味』であ
り，『主観的吟味』とされる。第 3 は『第 1 と第 2
の吟味を統合し，本質的内容と補助的，付随的内容・
活動との効果的な組み合わせまたは組み立てを問題
とする吟味』であり，『教育的吟味』とされる。

本研究では，高久の教材研究の論にそって，たと
え教員養成段階の模擬授業でも教材研究として捉え
ることで，授業力をつけるための教材研究の在り方
を追求したいと考える。

（２）研究対象
令和２年度（2020 年度）の筆者担当の「図画工

作科教育論 B」を受講し模擬授業を行った 4 名の学
生が所属する 1 班

（３）先行研究
若手教員の割合が増え続けている状況の中で , そ

の育成に着目した研究は増加傾向にある。内容は主
に学級経営や生徒指導などの課題解決や校内研修全
般における指導力形成に重点を置いたり（堂前拓耶・
2019/ 室山俊美・2020），算数科や国語科などのい
わゆる主要教科を取り上げたりしている。たとえ，
実技教科を取り上げていても , 学校教育の現場にお
ける若手教員のおかれた実態を踏まえた上での研究
とは言えない。 

文部科学省が平成 29 年度に位置づけた「教職コ
アカリキュラム」 の実施が平成 30 年度から始まり，
小学校の教職課程の必修講義内で模擬授業が位置づ
けられたこともあり，実技教科においても，関連の
研究は盛んに行われるようになった。実技教科の模
擬授業に関する研究を，CiNii で検索 12 したところ，
音楽では 30 件，家庭科では 81 件，体育科では 94
件であったが図画工作科ではわずか６件であった。
これらの研究では，主として，授業後の学生に対す
るアンケート等を用いた学生の省察を分析した研究
が主であり，授業内における教師役の学生の行為に
視点を当てた研究は大野内 13 など研究数が極めて
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少ないのが実態である。
（４）本研究の分析方法
①質的データ分析ソフトの活用

本研究では，質的データ分析ソフト 14 を用いて
分析を行った。本ソフトは，テキストデータをイン
ポートすることで，統合的に管理することが可能で
あり，それらの関係性を分析することが容易にな
る。また，必要に応じて分析結果をマップやブラウ
ザに置き換えたり，表計算ソフトやワープロソフト
のファイルにエキスポートしてグラフ化するなどの
視覚情報に置き換えたりすることも可能 15 であり，
本研究では，これらの機能からコードマップを使用
することにした。コードマップ内では，各円はコー
ドを表しており，2 つのコード間の距離は，データ
マテリアルでコードがどのように適用されているか
を表し，円が大きいほどそのコードで行われるコー
ド割り当てが多くなっていることを示している。さ
らに，コード間の接続線はどのコードが重複または
共起するかを示し，2 つのコードの間に一致がある
ほど接続線が太く表示されている。
②分析の手順

まず， 教師役の学生の発話のテキストデータ他，
以下のデータ（＊模擬授業の動画（教師役を撮影し
たタブレット端末の動画，＊模擬授業が行われてい
るグループ全体を撮影した固定ビデオカメラの動
画，教師役の学生の頭部に装着したウェアラブルカ
メラで撮影した児童役の学生の動画，授業後に学生
自身が発話を記録した，「授業レポート」「講義レポー
ト」のテキストデータ）をインポートし，次の観点
で模擬授業の実態を把握することにした。

まず，児童役の学生の題材レポートの評価の 3 観
点の見直しの記述から，各自が身についたと判断し
た資質・能力の抽出を観点別に行う。次に教師役の
学生の発話のテキストデータを元にして，資質・能
力の観点に関連のある発話のセグメントをコーディ
ングする。その後，模擬授業を撮影した動画から，
発話以外の板書やワークシート，作品例などの主と
して環境設定に属するコードを作成し分類する。こ
の過程で，たとえ模擬授業であっても，学校教育の
現場で求める資質・能力を身につけるための授業力
を向上させるための要素が含まれることを確認して
いった。

③分析コードの設定
ア．発話分析コードセット

本コードは , 筆者が過去に行った研究 16 で使用し
たものであり，若手教員の実技教科の授業分析を
行った際にその発話から導き出したもの 17 である。
イ．評価観点コードセット

本コードは，「第 2 回図画工作科教育論 B」18 で
実施した模擬授業の題材「くぎうちトントン」の評
価観点であり，日本文教出版の図画工作科教科書の
資料として，ホームページ上で配布されている「題
材別カリキュラム」19 から本題材の観点ごとに説明
つけた 20。
表１　教材研究コードセット

コード セグメントの説明

客観的吟味としての教材
研究

前の学習成立の客観的要
素に対応する本質的な学
習内容の吟味

主観的吟味としての教材
研究

学習成立の主観的要素に
対応し，学習者に焦点を
合わせ，この学習者と本
質的内容との効果的接点
として，どのような興味
ある具体的内容，活動を
取り上げるかの吟味

教育的吟味としての教材
研究

教育的吟味と主観的を統
合し，本質的内容と補助
的，付随的内容・活動と
の効果的な組み合わせま
たは組み立てを問題とす
る吟味

本コードは，前出の高久の論から 3 つの教材研究
の段階を設定し，それらの説明を加えたものである。
その内容に当たる発話を位置づけていった。

Ⅲ．分析の実際

（１）分析コードによるコーディング
①発話分析コードによるコーディングをしたセグメ

ント例
表２　発話分析コードセットによるコーディングしたセ

グメント例

文書名（学生） コード セグメント

模擬授業発話
（A）

指示 そしたら，あと 1 分ぐら
いしたら発表の時間にし
よっか。
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模擬授業発話
（A）

示範 こっち側がちょっと丸く
なってるから，この丸く
なっている方で，こう，
たたいてあげると，こん
なふうに真っすぐ木に刺
さってくれます。今日は
こんなふうに釘と玄能を
使って，みんなで作品を
作ってみようと思います。
それじゃあ席に 1 回戻っ
てください

模擬授業発話
（A）

質問 これ，斜めに打ってみた
の

模擬授業発話
（A）

同 意（ 活
動賞賛）

すごい。細いところに打っ
てってるんだね

模擬授業発話
（A）

同 意（ 活
動承認）

そっか。花びらみたいに
見えるなって思ったんだ
ね

題材レポート
（B）

同 意（ 活
動奨励）

そのため，積極的に取り
組む生徒の裏で，あまり
作業が進まない児童に対
する声掛けが必要である
と感じた

講義レポート
（C）

示範 授業者が，くぎを抜く際
の注意点やコツを活動に
入る前に丁寧に教えてく
れたため

講義レポート
（D）

示範 活動に入る前に，先生が
道具の正しい使い方や名
称を教示してくれたこと
で，安心教師役の学生の
発話を中心にした分析か
らして活動に取り組めた

講義レポート
（D）

同 意（ 活
動承認）

思ったように釘を打つこ
とができなかった場面に
おいても，活動承認的な
声がけをしてくれたため，
児童役をしていても積極
的に活動に取り組めた

題材レポート
（B）

示範 また，事前の説明によっ
て，正しい方法を学び，
実践することができた。

表２は，発話に関するコーディングセグメントの
一部を抽出して表にしたものである。模擬授業の発
話は教師役の学生（A）が実際に児童役に発した内
容をテキスト化しており，他の講義レポートおよび
題材レポートでのコーディングされたセグメント
は，児童役の学生がその教師役の学生の発話をどの
ように受け止めているか判断して抽出した。例えば，
題材レポート（B）の「また，事前の説明によって，
正しい方法を学び，実践することができた」は，教
師役の学生（A）の示範にコーディングした発話が，

児童役 B の活動を支えていることを示している。
②評価観点コードセットによるコーディングをした

セグメント例
表 3　評価観点コードセットによるコーディングをした

セグメント例

文書名 コード セグメント

模擬授業発話
（A）

知識・技能 こっち側がちょっと丸く
なってるから，この丸く
なっている方で，こう，
たたいてあげると，こん
なふうに真っすぐ木に刺
さってくれます。

講義レポート
（A）

知識・技能 ペンチやラジオペンチ，
くぎ抜きなど釘を抜く方
法も複数あり，釘を打つ
方法も 1 つではないこと
に気付き，場合に応じて
適切に用具を用いて，釘
を抜くことができた

題材レポート
（A）

主体的に学
習に取り組
む態度

トントントンというげん
のうの音を楽しんだり，
釘がどんどん気に刺さっ
ていく様子を楽しんだり
と，げんのうや木，釘を
使って工作に表すことを
自分なりの角度で楽しむ
ことができた

講義レポート
（B）

知識・技能 まっすぐにならないから
と言ってやる気をなくし
てしまわないように，正
しい釘の打ち方を教える
と同時に，とにかく積極
的に取り組むことや，い
ろいろな釘の打ち方の個
性を褒めてあげるという
ことが重要なのではない
かと考えた

題材レポート
（B）

思考・判断・
表現

作成する中で，「もっと
こうしたらいいんじゃな
いか？」というアイデア
が出てきたので，さらに
工夫を重ねながら作るこ
とができた

講義レポート
（C）

知識・技能 そのため，活動中にくぎ
が曲がったり，木材を貫
通してしまったりして
も，自分の力で安全にく
ぎを抜くことができた

題材レポート
（C）

主体的に学
習に取り組
む態度

活動を楽しみながら，つ
くりだす喜びを味わい，
金づちを使い，くぎを打
ち付けて自分の表したい
ものを表現する活動に取
り組むことができた。
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講義レポート
（D）

知識・技能 活動に入る前に，先生が
道具の正しい使い方や名
称を教示してくれたこと
で，安心して活動に取り
組めた

題材レポート
（D）

思考・判断・
表現

あえて真っ直ぐに打ち込
むところと斜めに打つと
ころを分け，打った釘の
数が増えていくにつれて
何を表そうか考えを変え
ていくことができた

表３は，評価の観点に関するコーディングセグメ
ントの一部を抽出して表にしたものである。

ここでは，実際に両口げんのうで釘を打つことを
通して，児童役の学生（C）が，「活動に入る前に，
先生が道具の正しい使い方や名称を教示してくれた
ことで，安心して活動に取り組めた」と述べており，
このセグメントは「知識・技能」に分類されたこと
から，教師役の学生（A）の指導が成果があったこ
とを示している。一方，教師役の学生（A）が，児
童役の学生に指導をしながらも，「トントントンと
いうげんのうの音を楽しんだり・・・」と講義レポー
トの中で，「主体的に学習に取り組む態度」に分類
できる文章表現をしている。
③教材研究コードセットによるコーディングをした

セグメント例
表 4　教材コードセットによるコーディングをした

セグメント例
文書名 コード セグメント

模擬授業発
（A）

教育的吟
味として
の教材研
究

それで，今は釘抜きの方だっ
たんだけど，こっちのペンチ
のときは，ここ，頭，釘の頭
のところを挟んであげて，上
にぎゅっと引っ張ってあげる

講義レポート
（A）

主観的吟
味として
の教材研
究

打つ回数や釘の長さを変え
るなどして，木から飛び出る
部分の長さを変えたり，まっ
すぐ打つだけでなく，斜め
に打ち込んで花びらを表現
したりと表現が広がった

題材レポート
（A）

客観的吟
味として
の教材研
究

学習指導要領に “ 絵や立体，
工作に表す活動を通して，
材料や用具を適切に扱うと
ともに，前学年までの材料
や用具についての経験を生
かし，手や体全体を十分に
働かせ，表したいことに合
わせて表し方を工夫して表
すこと。” とあるように，こ
の題材では，用具の適切な
使い方を児童に身に付けさ
せることができると考える。

講義レポート
（B）

教育的吟
味として
の教材研
究

釘をまっすぐに打ち込むと
いうのは，大学生の自分で
も容易なことではなかった
ので，小学生が実際に行っ
たときに，さらに難しいの
ではないかと思った

題材レポート
（B）

教育的吟
味として
の教材研
究

やはり，重要になってくる
のは，実践であるので，机
間指導が主になってくると
思うが，その際の声掛けで
何を言うべきか，がとても
難しいと感じた。

講義レポート
（C）

主観的吟
味として
の教材研
究

くぎを木材に打ち付けるこ
とを通して，くぎが木材の
中に入っていく感覚や振動
を体感することができた

題材レポート
（C）

教育的吟
味として
の教材研
究

教師が活動の様子をしっか
り把握して，安全管理を
することはもちろん重要だ
が，子どもたちが活動の中
で，道具の使い方に慣れ，
適切に扱うことができるよ
うになることも同じように
重要である。

講義レポート
（D）

客観的吟
味として
の教材研
究

くぎ，木材，金づちといっ
た材料や用具を適切に使う
手立てを考えることも，本
題材では重要な要素である
と考える

題材レポート
（D）

教育的吟
味として
の教材研
究

教科書のめあての中には，
「うつかんしょくをあじわ
いながら，形を見つけるこ
とを楽しむ。」とある。打
つ面や角度によって手への
振動の伝わり方や，音の聞
こえ方が異なることなどに
も面白さを感じさせたい。

表４は，教材研究に関するコーディングセグメン
トの一部を抽出して表にしたものである。

児童役の学生（D）の講義レポートでは「くぎ，
木材，金づちといった材料や用具を適切に使う手立
てを考えることも，本題材では重要な要素であると
考える」という文書は客観的吟味としての教材研究
に分類された。また，児童役の学生（C）の「釘を
木材に打ち付けることを通して，釘が木材の中に
入っていく感覚や振動を体感することができた」は，
実際に手を動かして，釘を打つという行為が模擬授
業内で設定されていたからこそできる主観的吟味と
しての教材研究である。
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（２）コードマップを用いた視覚化することで見え
てきた模擬授業の分析と考察
①教師役の学生の発話を中心にした分析から
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かり把握して、安全管理を

することはもちろん重要

だが、子どもたちが活動の

中で、道具の使い方に慣

れ、適切に扱うことができ

るようになることも同じ

ように重要である。 

講義レポート（D） 客観的吟味

としての教

材研究 

くぎ、木材、金づちといっ

た材料や用具を適切に使

う手立てを考えることも、

本題材では重要な要素で

あると考える 

題材レポート（D） 教育的吟味

としての教

材研究 

教科書のめあての中には、

「うつかんしょくをあじ

わいながら、形を見つける

ことを楽しむ。」とある。打

つ面や角度によって手へ

の振動の伝わり方や、音の

聞こえ方が異なることな

どにも面白さを感じさせ

たい。 

図４ 教材研究コードセットによるコーディングをしたセグメント例 

図４は，教材研究に関するコーディングセグメント

の一部を抽出して表にしたものである。 
 児童役の学生（D）の講義レポートでは「くぎ、木
材、金づちといった材料や用具を適切に使う手立てを

考えることも、本題材では重要な要素であると考え

る」という文書は客観的吟味としての教材研究に分類

された。また，児童役の学生（C）の「釘を木材に打
ち付けることを通して，釘が木材の中に入っていく感

覚や振動を体感することができた」は，実際に手を動

かして，釘を打つという行為が模擬授業内で設定され

ていたからこそできる主観的吟味としての教材研究で

ある。 
（２）コードマップを用いた視覚化することで見えて

きた模擬授業の分析と考察 
① 教師役の学生の発話を中心にした分析から 

 
図５ 教師役の学生の発話を中心にした分析のコードマップ 

図５は模擬授業の教師役の学生（A）の発話を3つ
の分類コードで分析したものである。 
ここでは，教師役の学生（A）の「指示」の発話が
「教育的吟味としての教材研究」のコードと強く結び

ついており，それはまた，「知識・技能」の評価の観

点にも強くつながっていることが顕著である。例え

ば，教師役の学生（A）が「それで、釘がしっかり木
に刺さったら、次は頭から離れたところを持って、手

首の力を使ってやって」という発話を取り上げる。こ

れは，児童役の学生に丁寧に木に釘を打つコツを指示

している場面で出された発話あり，十分に実際の児童

のことを想定した丁寧な表現であり，「教育的吟味と

しての教材研究」として捉えることができる。 
 また，教師役の学生（A）は，「主観的吟味」に分類
される教材研究としての発話は皆無で「客観的吟味」

および「教育的吟味」に分類される発話のみ確認され

たが，このことは，模擬授業と言えども，実際の児童

を相手にしている教師としての自覚から，発せられた

発話が中心になっていることが分かる。 

 

図１　教師役の学生の発話を中心にした分析のコードマップ

図１は模擬授業の教師役の学生（A）の発話を 3
つの分類コードで分析したものである。

ここでは，教師役の学生（A）の「指示」の発話が「教
育的吟味としての教材研究」のコードと強く結びつ
いており，それはまた，「知識・技能」の評価の観
点にも強くつながっていることが顕著である。例え
ば，教師役の学生（A）が「それで，釘がしっかり
木に刺さったら，次は頭から離れたところを持って，
手首の力を使ってやって」という発話を取り上げる。
これは，児童役の学生に丁寧に木に釘を打つコツを
指示している場面で出された発話あり，十分に実際
の児童のことを想定した丁寧な表現であり，「教育
的吟味としての教材研究」として捉えることができ
る。

また，教師役の学生（A）は，「主観的吟味」に
分類される教材研究としての発話は皆無で「客観的
吟味」および「教育的吟味」に分類される発話のみ
確認されたが，このことは，模擬授業と言えども，
実際の児童を相手にしている教師としての自覚か
ら，発せられた発話が中心になっていることを示し
ている。

 

 

 

－頁－ 

 
余白 20mm 

材研究 の中に入っていく感覚や

振動を体感することがで

きた 

題材レポート（C） 教育的吟味

としての教

材研究 

教師が活動の様子をしっ

かり把握して、安全管理を

することはもちろん重要

だが、子どもたちが活動の

中で、道具の使い方に慣

れ、適切に扱うことができ

るようになることも同じ
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聞こえ方が異なることな

どにも面白さを感じさせ
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図４ 教材研究コードセットによるコーディングをしたセグメント例 

図４は，教材研究に関するコーディングセグメント

の一部を抽出して表にしたものである。 
 児童役の学生（D）の講義レポートでは「くぎ、木
材、金づちといった材料や用具を適切に使う手立てを

考えることも、本題材では重要な要素であると考え

る」という文書は客観的吟味としての教材研究に分類

された。また，児童役の学生（C）の「釘を木材に打
ち付けることを通して，釘が木材の中に入っていく感

覚や振動を体感することができた」は，実際に手を動

かして，釘を打つという行為が模擬授業内で設定され

ていたからこそできる主観的吟味としての教材研究で

ある。 
（２）コードマップを用いた視覚化することで見えて

きた模擬授業の分析と考察 
① 教師役の学生の発話を中心にした分析から 

 
図５ 教師役の学生の発話を中心にした分析のコードマップ 

図５は模擬授業の教師役の学生（A）の発話を3つ
の分類コードで分析したものである。 
ここでは，教師役の学生（A）の「指示」の発話が
「教育的吟味としての教材研究」のコードと強く結び

ついており，それはまた，「知識・技能」の評価の観

点にも強くつながっていることが顕著である。例え

ば，教師役の学生（A）が「それで、釘がしっかり木
に刺さったら、次は頭から離れたところを持って、手

首の力を使ってやって」という発話を取り上げる。こ

れは，児童役の学生に丁寧に木に釘を打つコツを指示

している場面で出された発話あり，十分に実際の児童

のことを想定した丁寧な表現であり，「教育的吟味と

しての教材研究」として捉えることができる。 
 また，教師役の学生（A）は，「主観的吟味」に分類
される教材研究としての発話は皆無で「客観的吟味」

および「教育的吟味」に分類される発話のみ確認され

たが，このことは，模擬授業と言えども，実際の児童

を相手にしている教師としての自覚から，発せられた

発話が中心になっていることが分かる。 

 
図２　講義レポートを中心にした分析のコードマップ

図２は，模擬授業後，1 日以内に学生が提出した
「講義レポート」を 3 つの分類コードで分類したも
のである。このコードマップによると，図４と同様
に「教育的吟味の教材研究」が「知識・技能」の観
点と結びつきが強いことが確認できた。例えば，児
童役の学生（B）の「このように，くぎを木材に打
ち付けることには，子どもたちが実際に体験しなが
ら，材質等による小さな変化を感じ取ることができ
るという意義がある」の記述は，「知識・技能」を
身につける内容であると捉えながらも，児童に対す
る「教育的吟味」の教材研究の大切さを示している
と捉えることができる。

また，「主観的吟味としての教材研究」に分類さ
れる発話が「知識・技能」の観点と強く結びついて
いるのが特徴的である。教師役の学生（A）は模擬
授業の発話では発していなかったが，「打つ回数や
釘の長さを変えるなどして，木から飛び出る部分の
長さを変えたり，まっすぐ打つだけでなく，斜めに
打ち込んで花びらを表現したりと表現が広がった」
と「主観的吟味としての教材研究」に分類された記
述をし，それは「思考・判断・表現」の観点に結び
ついていることを示している。
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教員養成教育における図画工作科の模擬授業の充実をめざして
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図６ 講義レポートを中心にした分析のコードマップ 

図６は，模擬授業後，1日以内に学生が提出した
「講義レポート」を3つの分類コードで分類したもの
である。このコードマップによると，図４と同様に

「教育的吟味の教材研究」が「知識・技能」の観点と

結びつきが強いことが確認できた。例えば，児童役の

学生（B）の「このように、くぎを木材に打ち付ける
ことには，子どもたちが実際に体験しながら，材質等

による小さな変化を感じ取ることができるという意義

がある」の記述は，「知識・技能」を身につける内容

であると捉えながらも，児童に対する「教育的吟味」

の教材研究の大切さを示していると捉えることができ

る。 
また，「主観的吟味としての教材研究」に分類され

る発話が「知識・技能」の観点と強く結びついている

のが特徴的である。教師役の学生（A）は模擬授業の
発話では発していなかったが，「打つ回数や釘の長さ

を変えるなどして、木から飛び出る部分の長さを変え

たり、まっすぐ打つだけでなく、斜めに打ち込んで花

びらを表現したりと表現が広がった」と「主観的吟味

としての教材研究」に分類された発話をし，それは

「思考・判断・表現」の観点に結びついていることが

分かる。 

 
図７ 題材レポートを中心にした分析のコードマップ 

図７は,模擬授業から1週間後に学生が提出した「題
材レポート」を 3つの分類コードで分類したものであ
る。ここでは，教師役の発話に関するコードで分類で

きたセグメントは確認できなかったが，評価の 3観点
に関するセグメントはどれも確認できている。したが

って，模擬授業が児童に資質・能力をつけるために必

要な要素を身につけさせているという自覚を学生に付

けているということが確認できた。 

また，「教育的吟味の教材研究」が「主体的に学習に

取り組む態度」の観点と結びつきが強い点に特徴があ

る。このことから，児童役の学生を想定して指導する

ことが，結局は児童の授業に対するやる気を引き出し

ていることを模擬授業を通して理解していることが分

かる。 
 

Ⅳ.研究の成果と課題 

 
教師役でも児童役でも学生には，事前に「発話チェッ

クカード」と呼ぶ前出の発話分析を確認できるカード

を配布しており，その分類を自ら行うことの大切さに

ついては理解させている。そのため，模擬授業では，

「指示」や「示範」など児童役の「知識・技能」に関わ

る発話については，意識した上で行っていることがう

かがえる。 
最終的に授業後にすぐ提出させる「授業レポート」よ

りも「題材レポート」では，１週間という間を置いて提

出させることで，「教育的吟味の教材研究」に関するセ

グメントが増えていることから，学生は自分が教師役

ではなくても，児童の前に立って教える際にどのよう

な配慮が求められるか，思いをはせることができてい

ることが分かる。 
髙詰淳一と瀬戸建は，久我直人の教材研究の捉え方

21と高久の教材研究を比較して，最終的に，「教材の客

観的吟味から主観的吟味，教育的吟味へという過程（教

材研究）を辿ることで，『授業を想定した知識

（petagogical content knowledge）を獲得できるので
はないだろうか」22と述べている。 
したがって，本研究では，十分にその過程を辿ること

を確認できた訳ではないが， 1 つの模擬授業でさえ，
分析を行った結果，学生にとっての「教材研究」が質的

に変化していることを確認でき，大学の講義内におけ

る模擬授業の成果が出ていると判断できる。本研究で

は言及できなかったが，教師役の学生が発話をしなが

ら用いるホワイトボードの記述や模型，さらにはタブ

レットPC等を活用した ICTを含む学習環境について
も検証も進める必要がある。 
今後は，これらの要素もコードとして加えてさらに

綿密な分析を進め，学生が小学校教員として採用され

た後に，若手教員として授業力が発揮できる「授業を

想定した知識」を身につけることができるよう教員養

成を行うための方途を探りたい。 

図３　題材レポートを中心にした分析のコードマップ

図３は , 模擬授業から 1 週間後に学生が提出した
「題材レポート」を 3 つの分類コードで分類したも
のである。ここでは，教師役の発話に関するコード
で分類できたセグメントは確認できなかったが，評
価の 3 観点に関するセグメントはどれも確認できて
いる。したがって，模擬授業が児童に資質・能力を
つけるために必要な要素を身につけさせているとい
う自覚を学生に付けているということが確認でき
た。

また，「教育的吟味の教材研究」が「主体的に学
習に取り組む態度」の観点と結びつきが強い点に特
徴がある。このことから，児童役の学生を想定して
指導することが，結局は児童の授業に対するやる気
を引き出していることを模擬授業を通して理解して
いると捉えることができる。

Ⅳ．研究の成果と課題

教師役でも児童役でも学生には，事前に「発話
チェックカード」と呼ぶ前出の発話分析を確認でき
るカードを配布しており，その分類を自ら行うこと
の大切さについては理解させている。そのため，模
擬授業では，「指示」や「示範」など児童役の「知識・
技能」に関わる発話については，意識した上で行っ
ていることがうかがえる。

最終的に授業後にすぐ提出させる「授業レポート」
よりも「題材レポート」では，１週間という間を置
いて提出させることで，「教育的吟味の教材研究」
に関するセグメントが増えていることから，学生は
自分が教師役ではなくても，児童の前に立って教え
る際にどのような配慮が求められるか，思いをはせ

ることが可能になるのである。
髙詰淳一と瀬戸建は，久我直人の教材研究の捉え

方 21 と高久の教材研究を比較して，最終的に，「教
材の客観的吟味から主観的吟味，教育的吟味へとい
う過程（教材研究）を辿ることで，『授業を想定し
た知識（petagogical content knowledge）を獲得で
きるのではないだろうか」22 と述べている。

したがって，本研究では，十分にその過程を辿る
ことを確認できた訳ではないが， 1 つの模擬授業で
さえ，分析を行った結果，学生にとっての「教材研究」
が質的に変化していることを確認でき，大学の講義
内における模擬授業の成果が出ていると判断でき
る。本研究では言及できなかったが，教師役の学生
が発話をしながら用いるホワイトボードの記述や模
型，さらにはタブレット PC 等を活用した ICT を
含む学習環境についても検証も進める必要がある。

今後は，これらの要素もコードとして加えてさら
に綿密な分析を進め，学生が小学校教員として採用
された後に，若手教員として授業力が発揮できる「授
業を想定した知識」を身につけることができるよう
教員養成を行うための方途を探りたい。

＊本研究の実施にあたっては，公益財団法人富山県
ひとづくり財団 令和 2 年度高等教育振興事業（第 
3 号）助成金の助成を受けて実施しました。
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